
Title 北海道大学結核研究所集談会記録

Citation 結核の研究, 23-24, 77-77

Issue Date 1966-03-25

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/26769

Type departmental bulletin paper

File Information 23_24_P77.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



77 

北海道大学結核研究所集談会記録

第 120困昭和40年3月30日

森川和維:抗体産生機熔に関する実験的研究，ブエリ

チン抗体の組織学的レベルよりの追求。

山本健一:細胞移入による「ツ」アレノレギーと結核抗

菌免疫の研究

I匂橋昭一郎:LKB 4800Aウルトラトームについて

第121回昭和40年5月18日

木村卓郎:免疫グロプリンの矯造について

文献K.Titani & F. W. Patuami Science 147， 

3663. '65その他

奥山春枝 Hypersensitivereactionに関する反応細胞

について

文献:Raffel S. et. al. : J. Immuno1. 94， '65. 

第122回昭和40年6月8日

山本健一:感染における細胞反応

文献 E.Suter &. H. Ramseier Advance in Imm-

unol， 4， 117， '64. 

柿本七郎:実験動物並ひに人における薬物代謝

文献:W. T. Williams. Farmashia 1， 24， '65. 

第123回昭和40年7月13日

有馬純:比率法による結核菌の薬剤耐生試験について

文献:G. Canetti， N. Rist. et ]. Gro田et.: Rev. Tub. 

Pneum.， 27 (2，3) 217~272 ， '63. 

西江純:Thistreptonの分解産物の構造上の特色

文献:M. Bodanszky， J. Fried et a1. : J. Am. Chem. 

Soc.， 86， 2478 '64. 

第124回昭和40年9月7日

大原達，山下慣子，柿沼光明，木村卓郎，清水正秀:

三階層Tグロプリン (rM，rG， rA)の抗体形成機構，特

に各種抗体の相互関係と多種性の意義に関する研究，第

1報 HSAに対する 19S並びに 7S抗体の消長につい

て

て

森川手1.1雌，太111ゆj彦:抗結核血m'f'の19S.jJ¥:{，j;につい

奥山春枝:蛍光抗体法によるがし外;産生機構の追ぷ

河内薫:真菌を用いての免疫と喰菌能

浜田栄司:電顕による抗体産生機惜の追求

l民j川勲，四江純，外岡秀一:iA結核剤の研究，共の 1

2， 3 

久世彰彦:肺結核の合併症

山本健一:細胞移入による「ツ」アレルギーと結核免

疫の研究

有馬純:2次抗結核剤に対する耐性の研究

前田和夫:薬剤による結核アレルギー抑制jについて

佐々木昭雄:結核菌体リン脂質画分の赤血球感作能

第 125回昭和40年10月5日

佐々木昭雄:ミコパクテリヤの培養条件と菌体成分の

関係について

文献 ByronS. Tepper. Amer. Rev. Res. Dis.， 92， 

75. '65. 

柿沼光明 HaurowitzF. の抗体産生理論について

文献:F. Haurowitz Nature， 205， 847. '65. 

山本健一:結核談話会に出席して

第 126回昭和40年11月9日

河内薫:食細胞に貧喰された抗原の免疫元性について

交献:Asconas， B. A. & Rhodes， J. M. : Nature， 205， 

470 '65 

関川勲:新抗結核剤 5ー(2'-hydroxy-4'-aminophenyl) 

1， 3， 4-oxadiazol-Zolについて

文献A.E. Wilder Smith，E. Aspevik， E. Evenstad 

& G. Haukenes : Acta Tuberc. Scand.， 45， 231， '64. 

第127回昭和40年12月7日

浜田栄司:胸腺刻出マウスに対する diffusioncha叶

ber内の胸腺及び他のリンパ組織の影響について

文献:D. Osoba : ]. Exp. Med.， 122， 633 '65.他

大原達:Polypeptides抗原性について

文献:Maurer， P. H. : ]. Exp. Med， 121， 399， '65他

16篇

第 128回昭和41年1月261.:1

外岡秀一:複素環アミノグループの性質とそれの

Psychotomimetic効力の関係について

文献:Norman W. Gabel & Leo G. Abり凶1: 

]. Medic. Chemist.， 8， 616 '65. 

山下慎子:臼本原子力研究所ラジオアイソトープ研究

所における第55回基礎講習受講の報告
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